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UHP-2PNG 


ホットプレ-卜（家庭用) 

HOT PLATE 
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このたけはおせお品をお S い上けいただきまして战にありがとうござ 
います，ご在巧前に、このな坦掛巧霧を*をまでお9みのうえ、 
正しい巧い方でモホ（ごを巧ください，お誤みになった注は、大巧に 
巧6してください。 



保訝書がき 











1 .安全上のごミち意 


参ここに示したち寿ま巧は、语まや括ちモまおに防止するために重要な巧容ですので、 
おずわ巧り < だきい。 


ななとヒ入が巧 t または左なを島う巧が巧が巧定 
/ ! \ 言口される内容。 

/ i \ 人が攫ぎを負う可能性あびのの巧蛋のみ 

^乙 JA / 二 t なご\の発をが想をされる巧を。_ 


絵を示の例 



のおを、 f 禁止 J (しないでく 
ださい}を示します。 

參おを、「種制」（おずして< 
ださい）を示します， 


A を告 



巧理巧巧をなかは、おがに巧おしたり、 
巧理*はををわこなわないで < ださい。 
♦発火したり、査巧め巧してけがを 
することがあります* 

圏 ) 

水に巧けたり1水をかけたりしない 
でください。 

♦思《 •シヨートの窗れがありまず。 

[〇 

定巧 15 A 巧上のコンセントをま拽で 
巧巧して < だきい。 

おちと诉巧す5と、巧巧コンセント逆な 
がまををなし て m することがあります。 

(S 

子がだけで征巧させたり、切おの手の 
馬くところで宿巧レないで < ださい。 
•强電•やけど，けがをする面れが 
おります。 ; 


A 注意 



差应フラグを法くときは、《おコード 
を持たずにおず巧就の差込プラグを 
もって引き巧いてください。 

■巧 i や ショー トして興火ずることが 
あります。 

G 

) 

不奇をな«巧や巧に巧い曲物の上では 
巧巧しないで < ださい。 

9火化や颗物の損 m の原坦になり ます。 

Q 

g 巧コードやみ込プラブがなんでいた 
り、コンセントの挂么みがゆるいとき 
は巧巧しないで < ださい， 

•お*-シ3—卜•巧火の巧国にむり 
ます. 

を 

巧巧時なかは 1 差化ブラヴをコンセン 
卜からないてください。 

>けがややけど、嵌な劣化による戲電、 
»巧乂災の原场になります。 

〇 

巧巧コードを巧つけたり、曲巧させた 
り、かエしたり、な理に萌けたん引っ巧っ 
たり、たばねたり、■いものをのせたり、 
はさみ泣んだりしないで<ださい， 

•霉巧コードが沒巧し、 A が-お*の 
巧西となります。 

€ 

) 

巧巧中や巧巧をホは巧おがに手を 
がれないでください。 

通ですのでやけどのあ慶ヒなります， 
特に孔幼あにはさわらせないでくだ 
さい， 


な巧1の VW かの巧巧は任巧しないで 
ください。 

拳巧巧 • 欠巧の巧因となります， 

8 


本ホのか巧いはレないで < ださい。 

•萬巧をかを技こしたり、めれたまま 
馆用するヒ运電またはな巧の族因に 
なります。 

(S 

巧巧みはその巧を！!!れないでください。 
•触しないときが kij するとが巧&プラグを 
]ンセントからホいてください。またち第と巧 
じたとをはき 这 プラグをコンセントから巧いて、 
お s い上げめ度か左にお间いをわせ < ださん 


を込プラダにピンやごみを付お 
させないでください。 

•拽>■シ3-卜-党 A の面菌になり 
ます* 


ガラスふたが柏みするをれがあるので、下贾の事項にごを巧<ださい。 

• 本品巧には巧巧しないでくどさい。 

参巧 g モ加えないでください。 

• たがみい巧にホ水を掛けないでください， J 























2 •各部のなま 


ふたつまみ 

ふたの*孤からつまみを巧りかし、付皮の3ムバッキン I 
座全‘ネジで葡谢このり巧けて< ださい。 



II 側 ちか 


A I 

迂た 


强化ガラスを巧巧していまずが、直火にあてたりをがにちやしたりショックをちえたん 
なをつけたりずると釘れるをれがあります， 



ガラスふた 


里游スイッチ 


ち源コード 


差运プラグ 


本体が 


プレート 


3.仕 様 


「を 

源 

巧流10 0 V 

50け OHz 

-> 

お黄 

電力 

700 W 

ヴ イ 

ズ 

喊2 9 5 mm 

X あ巧212 mm X 

杏さ136 mm 

1 * __ 

fi 


1溫をヒユーズ 

192で , 


4.ご使巧方法 


ご使巧前 

• プレート面は絞った巧でないてください。 

表面加工 

• お巧 W 上に卞热しないでください。をおの寿命を箱める原因じなります。 

♦ を膜は食品がままに削り、人化にが普を及ぼす巧料を巧用しておりません。 

•す熱をします。 

参差达プラブをコンセントにをし込みます。（巧想スイッチは r 切 J にしてわ<。 
♦軍巧スイッチを入れ予耗をします。（ランプがおむします。）差込プラグの 
巧れ、コンセントのおみや茜まで盖し込まなかった巧をは、盖边ブラグが 
発かする場をがありまず。 — 

♦初めてご夜巧[こなるときは蜡やにおいが A 
とることがありますが、ご使巧を重ねる^ 

につれ出なくなります。 を 


巧 


ビニール®のテーブルク□スなど 
かに巧いものの上での任巧はしない 
でください。 

力ーテンなどがえや 
すいものの巧くでの 
巧巧はしないで 
ください。 














しご使用方法 


2•調理をはじめます。 

♦通ちみ、約5巧で予我が完了しまず。 

•プレートに油を引き、調理をはじめてください。 

A ♦を巧裝のへらやナイフをご巧巧になると、プレートをになが讨き 
な はがれの原困となりますので法対に馆两しないでください。 

^ •調理やはプレートが富溫になるので、やけどになをし、 

意_本がのそばから巧れないようにしてください。_ 

；^?巧巧ホサーモスタットのお巧音がしますが.な障ではありません。 

3.調理終了後 

雜垂源スイッチを切り、コンセントから差込プラグを巧きまず。 
♦怔巧後、しばらくの間はプレート本がが熟<なつて 
いるので、やけどにま意して<ださい。 


5.お手入れの仕方 



ご巧巧後（余熱がとれてからお手入れしてください。 


• 巧巧直後のブレートはみ < なつています* 

手や巧巧が度法がれると，やけどや jjSB 

巧巧の]ゲの臟になりますので龍 

M れないようにしてげさい。 ご^ 

♦み巧いやたわし、みがきお等は巧巧しないでください。 

• 罰理めを入れたままや、巧れたままが*しないでください* 

参ガラスふたは;^めた巧に水洗いして<ださい。货活のをれがあります。 


♦キッチンべーパー等で巧れ等を巧きおってください， 

モのな、度凌プレートに手等が姑れないよう;ちちしてください。 

•ブレート表面をなつけないよう水を杳ませた巧で巧きあってください。 


•水を夕ませ巧った巧で巧いて<ださい 


ラスふた 

• さお巧ホ剤ををませたスボンジで丸巧いし 
モの後をいた巧巾で水気をぼき巧ります。 


A ガラスふたは巧ホた& 
に水巧いしてくださし、* 
ま呆 《 ai の忍れがちります。 


直あに爸き付けて化巧お来まず。 





6 .修理を依頼される前に 


r 參ご使巧中、異巧が主じたときには、この巧を房ながらチ I ックしてくださし、 


こんなとき 

お巧べいただくこと 

なおしがた 

バイロットランプが 
つかない。 

症込プラグをコンセントに 
をし込んでいますか？ 

是込ブラグをコンセントに 
ちし込んで < ださい。 

パイ□ットランプはつ 
く女 t 思おが上がらない。 

宏込ブラブはしっかり産し込まれて 
いますか？ 

しっかりと基し込んで下さい。 

バイ□ットランブがつ 
いたり消えたりする。 

巧障ではちりません。 

そのままお柏い <ださい。 

巧巧やに「カチッ J ヒ 
キシミ音がずる。 

がが甜巧のおおあによるもので、 

な持ではありません。 

そのままお巧いください t 




7.アフターサービスについて 


1 -巧紅寒は必で「お爲い上 I ず年月0」と r おお巧る J 等巧を事巧め巧入及び於を内容をご证巧のうえ、お 
奇い上けの化巧巧からおをけ敢りください。於勘ろ容をよくお挤みになり义切に巧巧してください， 

2_おな被 P 乱ま、わ畳い上げ日から1年陆です。巧な巧巧中に怯理をな巧されるときは I わ没い上げの巧巧 
店まで保紅窗をホえて商品をご持@ください。巧迸塞の巧容になって陆理いたしまず。 

3 .巧註巧巧指迈後の陈理についても、お育い上げの級売店にご巧試 < ださい。巧埋によって、巧紀が巧持 
できる場をは、わ安巧のご巧结によりち料悔理いたします。 

んこのお品の補椅巧巧が部品の巧ち期碌は巧运巧切を5巧でず。補按巧を能部盘とは、その W 显の#能を 
お梓するためにかおな巧をです， 

5ぶ品に巧巧がある巧合には、わ客ほご自身で怯理されたん手を加えたりすることはを巧です。あがに 
しないでください。 

もアフターサービスについてご不明なホは、お馬い上けめお街虔にわ巧い含わせください。 

煤坤日本電器な式を社干 11 〇-〇日化 東ま都を東区台東 1 T 旨 24 壁 1 号 

おぎ様き用ダイヤル 03 - 3837-1 235 

を付時巧：月〜廉巧 9 時〜 12 時 / 1 3 時 〜 1 7 時<± * 曰巧 • 巧曰はおがみ） 

http ;// www.tsannkuenjp 
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